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私の人生のすべてを計画して導い
てくださる神様の恵みと愛に感謝
捧げます。 
 
私の母は20代の頃、恵と真理教会で信仰生活をはじめ
ました。私が体内にいる時から全ての礼拝に休まなく
私を連れて参席しました。家がとても貧しくて父親の
家庭は代々にイエス様を信じない環境で母一人で信仰
生活をして家庭の多くの物を担えました。教会で牧師
と執事達がよく私の家に来られ礼拝を捧げながら母の
信仰生活に大きい力になってくださいました。私が幼
いごろ見た母を慰めてくださった牧師と母の手をつい
て共に礼拝を捧げた区域長達の姿が今も思い出します。 
引っ越しをしてから母がここヨンドンポ聖殿で我が教
会と主を仕えながら両親が事業を初めて、徐々に事業
が盛んになりました。それで、私は幼児ように経済的
な苦難を受けなくて小学校生活をよく過ごしていまし
た。習いたいことを習て、食べたいことを食べられて
着たい服を着ることが出来たのでとても楽でした。以
前のような貧しさとそれによる不便を補償を受けるよ
うでした。これから私の家庭のすべての事が良くなる
と思いました。  
 しかし、私が中学生になった後、事業が大変になり
始めました。私は大きい問題ではないと少しだけ経験
する苦難だと考えました。しかし、時間が経つにつれ
て状況が悪化されました。 
急に私たちの家族が住んでいたアパートが他人に渡さ
れてしまいました。家にあった物もなくなり始めて父
と母の絶望する表情を見てから本当に何か大きい問題
があるのをを悟りました。私が長女だったので私は大
きい衝撃を受けてこれからの道を心配しました。 
結局 私は学業を中断して親と離れて近くに住んでい
る親戚の家で弟と静かに過ごしました。高校生になっ
てからは学校をあちらこちら転校しました。母と私は
焦る心で毎日神様に叫び祈りをしました。日々起こる
ことが怖くて担えられなかったです。神様に祈る事し

かなかったです。そうするある日、母が言いました。
涙を流しながら祈っているときに聖霊様が限りない慰
めて、私があなたを助けてあげよう。”という話を受
けたとして大きく喜んでました。 
母と私は礼拝がある日は雨が降っても雪が降ってもす
べての事を後にして教会に行って神様に礼拝を捧げま
した。すぐ解決する問題がある時、悔しいことを受け
た時、心が焦ったり、落胆するときに党会長の牧師が
私たちに必ず必要な慰めと知恵と希望の話をしてくだ
さいました。まるで牧師が私たちのすべての事情を知
って話すようでした。牧師の説教が私たちの家族に
日々を守るつっかいぼうになり力になって苦しみを耐
え忍ぶことが出来ました。 
ある日は大きく落胆することがあって聖書を開いて御
言葉を読みましたが“詩編42編 5節の御言葉を読み
ました。“なぜうなだれるのか、わたしの魂よ／なぜ
呻くのか。神を待ち望め。わたしはなお、告白しよう
／「御顔こそ、わたしの救い」と。” このように同
じ意味をしている御言葉が43編まで3回繰り返してい
るのを読みました。あ！神様が私に今、絶対に落胆し
てはいけないと誓っているのだ。神様を見上げ神様に
希望を起きなさいと言うのだろう。”と聖霊様が悟り
を与えてくださいました。その時、私が流す涙が聖書
に濡らしました。もっと切ない心で神様にすべてを預
けました。その後、 
神様の恵みで複雑な問題が解決され たとえ、小さい
家ですが、全ての家族が再び集まる状況になりました。 
10年が経って、私の家族が日々生活を悩んでいるとき
でした。神様が想像もしなかった方法で事業の道を開
いて下さり、これを始める環境を作ってくれました。
すべての家族が驚いたんです。神様が私たちに与えて
くれたプレゼントでした。それだけでなく祈りをすれ
ばするほど神様が取引先を増やして下さり、職員まで
雇用することが出来るようにしてくださいました。10
年間、私がしてきた祈りが一気に答えられるような感
じがしました。このような過程を経験しながら今まで
は不信者との違いがない父が神様の前に謙遜になり信
仰が成長して礼拝に参与するようになりました。 
わたしの家族は家計の事で礼拝だけ捧げて教会と聖徒
達を仕える奉仕の事ができませんでした。神様の恵み
で苦難が解消されても相変わらず奉仕を後回しにしま

した。すると、また、家庭で苦難が出来始めました。
神様が奉仕するように導いている感じでした。“神
様！今回の問題が解決されるならすべての家族が熱心
に教会で奉仕をします。”と神様に祈りました。そう
したら、本当に神様が知恵と能力を摂理してくださり
その問題は解決されました。 
私の家族は神様の愛と恵みに最も深く悟り、今年から
教会の奉仕をはじめました。父と母は国内宣教会で、
私と大人になったばかりの弟は児童部で教師として奉
仕しました。奉仕する生活をしながら父は神様に向か
う信仰が深くなり礼拝する神霊な楽しさを享受するよ
うになりました。今日の牧師の説教を待ち望んで教会
に向かって、家に帰って来たら御言葉に恵みを受けた
ことを話してくださいました。日々奉仕にももっと熱
心に捧げます。父の信仰生活のため母と私が長く捧げ
た祈りに答えてくださいました。私と弟は教会学校を
仕えながらイエス様が一人一人子供達を愛することと
子供たちの信仰が成長する姿を見て大きい恵みを受け
ました。教会学校の教師職分は本当に恵みと福ある職
分であることを悟りました。青年奉仕宣教会の集いも
参与して活動するともっと教会を愛するようになって
礼拝と説教の恵みを愛するようになりました。 
私達の家族が多くの苦難を受ける間、神様が共におら
れなかったら、時によって助けてくださらなかったな
らば私たちの家族が生きる希望がなかったはずです。
神様は艱難を通して私たちの家族が主の前に近く進む
ように導いてくださいました。神様を畏れて愛する福
なる人生を生きるように変化させてくださいました。
振り返ってみたら10年の時間が私に感謝した時間でし
た。私は“どんなことでもやれば神様の栄光を先に考
えよう。教会をもっと愛しよう。という心を持つよう
になりました。 
私の人生に関与して計画してくださり、摂理してくだ
さる神様の恵みに感謝と賛美を捧げます。“人間の心
は自分の道を計画する。“人間は心構えをする。主が
舌に答えるべきことを与えてくださる。”（箴言16章
9節の御言葉を黙想しながら祈りで神様が私の将来ま
で委ね預けられた主のことに従順と忠誠を尽くして再
び生きるのを決断をします。ハレルヤ！ 

 

 

 

 

＂もしあなたがたが，いたずらに信じないで，わたしの宣べ

伝えたとおりの言葉を固く守っておれば，この福音によって

救われるのである。＂（コリント信徒への第二の手紙15:2） 

 

洗礼ヨハネはイエス様を指して＂また，箕を手に持っ
て，打ち場の麦をふるい分け，麦は倉に 納め，から
は消えない火で燒き捨てるであろう。＂と言いました。
私達は自分が持った信仰が空しい信仰であるか、誠な
信仰であるかを調べてみるべきです。自分が持った信
仰がいかなる状態であるか調べて確認すべきの理由は
その信仰が救いに関連されたことであるからです。 
私達が得る救いの重大性に対してヘブライ書 2 章に記
録されています。＂こういうわけだから， わたした
ちは聞かされていることを，いっそう強く心に留めね
ばならない。そうでないと，おし 流されてしまう＂
としました。 
＂聞かされていること＂とは救いの福音を指します。
＂いっそう強く心に留めねばならない＂は言葉は聞い
て学んだ御言葉を心に留めて固く握るべきだという意
味です。＂そうでないと、おし流れてしまう＂としま
した。イスカリオテのユダは誠な信仰を持てなくてお
金による誘惑の波におし流されました。パウロ使徒の
同労者のデマスは誠な信仰を持てずこの世の楽しみと
いう誘惑の波におし流されました。 
＂というのは，御使たちをとおして語られた御言が効
力を持ち，あらゆる罪過と不従順とに対して正当な報
いが加えられたとすれば，わたしたちは，こんなに尊

い救をなおざりにしては，どうして報いをのがれるこ
とができようか。＂としました。神様が天地をお造り
なさる時は御言でなさったが、罪人を救うためには独
り子をこの世にお送りなさって十字架につけられ贖い
の死を死なれるように行われました。従って、＂こん
なに尊い救＂と言ったのです。＂こんなに＂という言
葉には無限な内容が含蓄されています。罪の許しを受
けます。正しくなり聖なる者になります。神様の子に
なります。サタンの支配から自由になります。将来に
訪れるこの世を治めるようになります。復活します。
天国で永遠に生きます。 
＂この救は，初め主によって語られたものであって，
聞いた人々からわたしたちにあかしされ， さらに神
も，しるしと不思議とさまざまな力あるわざとにより，
また，御旨に従い聖霊を各自に 賜うことによって，
あかしをされたのである。＂としました。救いの福音
が述べ伝えられた経路を話しています。神様がイエス
キリストをお送りなさい救いの使役を完遂させられ、
聖霊をお送りなさって権能を福音伝道者を通じて表わ
せました。従って救いの福音を無視して拒むのは神様
を軽蔑することに違いありません。 
コリントの信徒への第二の手紙 13 章 5 節に＂あなた
がたは，はたして信仰があるかどうか，自分を反省し，
自分を吟味するがよい。それとも，イエス·キリスト
があなたがたのうちにおられることを，悟らないのか。
もし悟らなければ，あなたがたは，にせものとして見
捨てられる。＂としました。 自分が信仰の中にいる
かを試して確証しなさいとしました。この信仰は神様
に向いた信仰であり、また神様の御言葉に対する信仰

です。アベルはこの信仰の中にいました。そうして神
様の啓示なさった通りに祭壇を積んで羊の初子の中か
ら、それも最良のものを捧げました。エノクはこの信
仰の中にいました。従って神様の御言葉に常に耳を傾
けて神様と同行しながら生きました。ノアはこの信仰
の中にいました。従って人々の非難とあざ笑いに関係
なく箱船を備えました。アブラハムも神様を信じて神
様の御言葉を信じるこの信仰の中にいました。私達が
このような信仰の中にいるかを調べて試すべきです。
神様の御言葉と背馳した神学や教訓の中にいるのでは
ないかを調べなければなりません。誤った知識と我執
という不純物があると容赦なく除去すべきです。 
イエスキリストがあなたがたの中におられることを知
っているか試して確証しなさいと言いました。＂イエ
ス様が私の中におられる。＂と認識する人から見られ
る現象があります。主を喜ばせようとする願いと意志
があります。福音を述べ伝えようとする意志と熱情が
あります。主の権能と知恵を積極的に求めて依存しま
す。その反面、できないこともあります。宗教多元主
義、宗教混合主義を受け入れることができなく福音真
理を混雑にさせることができません。教会を潰滅させ
て聖徒を殺す共産主義者の肩を持ったり、彼らを庇護
したり彼らの悪行に対して沈黙することができません。
これは神様の品性に正面背馳するからです。 
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知恵のある人の一般的な性格の一つは、将来の

ことを備えることです。例外なくすべての人が

必ず直面することになるのがあります。それは、

イエスの再臨と最後の審判です。今日は、ほと

んど  すべての人がイエスの再臨と審判につい

て聞いています。主の再臨が近い着いた証しで

す。イエスご自身が言われた、「  そしてこの 

御国の  福音は，  すべての  民に  対してあか

しをするために，  全世界に  宣べ  伝えられる

であろう．  そしてそれから  最後が  來るので

ある」（マタイによる福音書  24:14）しました。

そして、イエスは、主の再臨と審判について、

私たちがどのように備えるかを何回も、いろい

ろ形で言われました。マタイ 25 章には、 3 つ

のたとえとして連続して言われたことが記録さ

れています。この 3 つのたとえは、イエスの再

臨と審判を備える姿勢に対して、 3 つの面を扱

っています。 

 

 

第一は、十人のおとめの女比喩です。  
 
マタイによる福音書  25 章 1 節から 12 節まで

の御言葉です。「そこで  天國は，  十人のお

とめがそれぞれあかりを  手にして，  花婿を 

迎えに  出て  行くのに 似ている．  その  中の 

五人は  思慮が  淺く， 五人は  思慮深い  者で

あった．  思慮の  淺い  者たちは，  あかりは 

持っていたが，  油を  用意していなかった． 

しかし，  思慮深い  者たちは，  自分たちのあ

かりと  一緖に，  入れものの  中に 油を  用意

していた．  花婿の  來るのがおくれたので，  

彼らはみな  居眠りをして，  寢てしまった． 

夜中に，  『さあ，  花婿だ，  迎えに  出なさ

い  』と  叫ぶ  声がした．そのとき，  おとめ

たちはみな  起きて，  それぞれあかりを  整え

た．ところが，  思慮の  淺い  女たちが，  思

慮深い  女たちに  言った，  『あなたがたの 

油をわたしたちにわけてください．  わたした

ちのあかりが  消えかかっていますから  』．

すると，  思慮深い  女たちは  答えて  言った， 

『わたしたちとあなたがたとに  足りるだけは， 

多分ないでしょう．店に  行って，あなたがた

の  分をお  買いになる  方がよいでしょう  』

彼らが  買いに  出ているうちに，  花婿が  着

いた．  そこで，  用意のできていた  女たちは， 

花婿と  一緖に  婚宴のへやにはいり，  そして 

戶がしめられた．そのあとで，  ほかのおとめ

たちもきて，  『ご  主人樣，  ご 主人樣，  ど

うぞ，  あけてください  』と  言った．しかし 

彼は  答えて，  『はっきり  言うが，  わたし

はあなたがたを  知らない  』と  言った」 

この比喩で花婿は、イエス・キリストを意味し

ておとめは信者を意味します。花婿を迎えて喜

びの宴に参加するには、あかりと油を準備しな

ければならないです。あかりを持ったのは、教

会の儀式に参加し、教理を学んで知って、教会

の体制と伝統に対する敬意を抱いことを意味し

ます。「油」は、イエス・キリストのための正

しい信仰と愛です。イエスの再臨を切に慕って

待つて、どんな緊急な行動をすることではあり

ません。あがないの信仰に堅く立って礼拝を中

心に生き、主の仕事に努め生きて行かなければ

ならないです。私たちは、非常な行動をしない

ように主は再臨の正確な時を知らせてくれない

ました。イエスは例えの最後に「だから，  目

をさましていなさい．  その  日その  時が， 

あなたがたにはわからないからである」（マタ

イによる福音書  25:13）と結論を結びました。  

 

 

 

 

 

 

第二には、タラント比喩です。  

 

マタイによる福音書  25 章 14 節から 25 節まで

の御言葉です。「また  天國は，  ある  人が 

旅に  出るとき，  その 僕どもを  呼んで，  自

分の  財産を  預けるようなものである．  すな

わち，  それぞれの  能力に  応じて， ある  者

には  五  タラント  ，  ある  者には  二  タラン

ト  ，  ある  者には  一  タラント  を  与えて， 

旅に  出た．  五  タラント  を  渡された  者は， 

すぐに  行って，  それで  商賣をして，  ほか

に  五  タラント  をもうけた  二  タラント  の 

者も  同樣にして，  ほかに  二 タラント  をも

うけた．  しかし，  一 タラント  を 渡された 

者は，  行って  地を  掘り，  主人の  金を  隱

しておいた．  だいぶ  時がたってから，  これ

らの  僕の  主人が 帰ってきて，  彼らと  計算

をしはじめた  すると  五  タラント を 渡され

た  者が  進み  出て，  ほかの  五  タラント  を

さし  出して  言った， 『ご  主人樣， あなた

はわたしに  五  タラント  をお  預けになりま

したが，  ごらんのとおり，  ほかに  五  タラ

ント  をもうけました  』   

主人は  彼に  言った， 『良い  忠実な 僕よ， 

よくやった．  あなたはわずかなものに  忠実

であったから，  多くのものを  管理させよう． 

主人と  一緖に  喜んでくれ  』．二  タラント 

の  者も  進み  出て  言った，  『ご  主人樣， 

あなたはわたしに  二  タラント  をお  預けに

なりましたが，  ごらんのとおり，  ほかに  二 

タラント  をもうけました  』．主人は  彼に 

言った，  『良い  忠実な  僕よ，  よくやった． 

あなたはわずかなものに  忠実であったから， 

多くのものを  管理させよう．  主人と  一緖に 

喜んでくれ  』．一  タラント  を 渡された  者

も  進み  出て  言った，  『ご  主人樣，  わた

しはあなたが，  まかない  所から  刈り，  散

らさない  所から  集める  酷な  人であること

を  承知していましたそこで  恐ろしさのあま

り，  行って，  あなたの  タラント  を  地の 

中に  隱しておきました．  ごらんください． 

ここにあなたのお  金がございます  』 

イエスと私たちの関係は、主人としもべの関係

です。人間は神の被造物です。私たちにあるも

のは、私たちが管理するように、神様から受け

たタラントです。  5 タラントを受けたしもべ

と  二  タラントを受けたしもべは主人に対し

て正しい認識を持っていました。したがって、

主人がタラントを任せていただいた事により感

激しすぐに行って商売しました。ところが、一

タラントを受けたしもべは主人が細かく自分の

欲だけ満たすと歪曲された認識を持っていまし

た。彼は  主人に感謝した考えや主人を喜ばし

ようとする考えがなく主人が任せたタラントを

地に隠しておきました。帰ってきた主人は、一

タラントを受けたしもべの正体を「悪いて怠惰

なしもべ」と規定しました。そして、審判する

のを「この無益なしもべを外の暗いところに出

して追いと  そこで悲しく泣いて歯をガムのよ

うにがあろう」としました 

 

 

第三には、羊とやぎ比喩です。  
 

マタイによる福音書  25 章 31 節から 46 節まで

の御言葉です。 

人の  子が  榮光の  中にすべての  御使たちを 

從えて  來るとき，  彼はその  榮光の  座につ

くであろう．そして，  すべての  國民をその 

前に  集めて，  羊飼が  羊とやぎとを  分ける

ように，  彼らをより  分け，羊を  右に，  や

ぎを  左におくであろう．そのとき，  王は  右

にいる  人々に  言うであろう，  『わたしの 

父に  祝福された  人たちよ，  さあ， 世の  初

め からあ なたが たのた めに  用意 されて いる 

御國を  受けつぎなさい．あなたがたは，  わ

たしが  空腹のときに  食べさせ，  かわいてい

たときに  飮ませ，  旅人であったときに  宿を 

貸し，裸であったときに  着せ，  病氣のとき

に  見舞い，  獄にいたときに  尋ねてくれたか

らである  』．そのとき，   

 

 

 

 

 

 

 

 

正 し い  者 た ち は  答 え て  言 う で あ ろ う ， 

『主よ，  いつ，  わたしたちは，  あなたが 

空腹であるのを  見て  食物をめぐみ，  かわい

ているのを  見て  飮ませましたか 

いつあなたが  旅人であるのを  見て  宿を  貸

し，  裸なのを  見て  着せましたか．また， 

いつあなたが  病氣をし，  獄にいるのを  見て， 

あなたの  所に  參りましたか  』．すると， 

王は  答えて  言うであろう，  『あなたがたに

よく  言っておく．  わたしの  兄弟であるこれ

らの  最も  小さい  者のひとりにしたのは， 

すなわち，  わたしにしたのである  』．それ

から，  左にいる  人びとにも  言うであろう， 

『のろわれた  者どもよ，  わたしを  離れて， 

惡魔とその  使たちとのために  用意されてい

る  永遠の  火にはいってしまえ．あなたがた

は，  わたしが  空腹のときに  食べさせず， 

かわいていたときに  飮ませず，旅人であった

ときに  宿を  貸さず，  裸であったときに  着

せず，  また  病氣のときや，  獄にいたときに， 

わたしを  尋ねてくれなかったからである  』． 

そのとき，  彼らもまた  答えて  言うであろう， 

『主よ，  いつ，  あなたが  空腹であり，  か

わいておられ，  旅人であり，  裸であり，  病

氣であり，  獄におられたのを  見て，  わたし

たちはお  世話をしませんでしたか  』．  その

とき，  彼は  答えて  言うであろう，  『あな

たがたによく  言っておく．  これらの  最も 

小さい  者のひとりにしなかったのは，  すな

わち，  わたしにしなかったのである  』．  そ

して  彼らは  永遠の  刑罰を  受け，  正しい 

者は  永遠の  生命に  入るであろう  」 

「私の兄弟の中の最も小さい者のひとりに行っ

たことを」主に行ったものとみなされたとしま

した。クリスチャンは御父の子供であるため、

すべての兄弟と呼ぶことができます。クリスチ

ャンになる人もそうです。慈善行為を救いと滅

びの判断基準として言われたのがありません。  

未信者をクリスチャンになる人とみなし、福音

を宣べ伝え、彼らのため施させ、クリスチャン

になった人々のために献身することが判断基準

です。すべての奉仕と献身をキリストに関連し

なければなりません。「わたしの  父に  祝福

された  人たちよ，  さあ，  世の  初めからあ

なたがたのために  用意されている  御国を  受

けつぎなさい」しました。一方、福音を宣べ伝

え、主の仕事に献身するのをちっぽけな事で思

って、教会とクリスチャンを無視する行為は、

主を無視するものとみなされます。「のろわれ

た  者どもよ，  わたしを  離れて，  惡魔とそ

の  使たちとのために  用意されている  永遠の 

火にはいってしまえ」としました 

 

賢明な  5 おとめのように十分に油を予備しな

ければならないです。 5 タラント二タラントを

受けたしもべのように、主を喜ばしようとする

一心で歳月を惜しん忠実されるように生きるべ

きです。神霊的な食べ物と水を食べていないで

飢え渇い者、魂が安息しないで貧しく病人、真

の自由を持たない人々に同情と憐憫の情を持っ

て福音を伝え奉仕し、聖徒を仕えるに専念する

ことが当然のことにしなければなりません。こ

のような信者は主の審判を受ける時、右側に置

く羊に分類されます。皆さん、主の再臨と審判

について常に備えて生きて行くのを願っており

ます。 

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

イエスの再臨と審判を備えよ 


